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シ ョ ー ト ケ ー キ は 日 本 発 祥 の ス イ ー ツ 。 「 不 二 家 」 創 業 者 の 藤 井 林 右 衛 門 に よ っ て 1 9 2 2 年 考 案

さ れ ま し た 。 発 売 当 初 の シ ョ ー ト ケ ー キ の 土 台 は 、 カ ス テ ラ 生 地 で し た 。
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◎
十
二
月
十
一

日
(
月
)
午
後
二
時

～
三
時
半

み
ほ
と
け
会
月
例
会
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「
お
煤
払
い
」

開
催
日
時
は
、

毎
月
第
一
木
曜
日
、
第
三
木
曜
日

午大ン

麦晦

ト

日

午
後
四
時
～

◎

場

所

善

巧

寺

本

堂
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な の が 聞 ん と も そ き ま を 八 つ で 除 お 畳 払 年
ん 法 た か で U ＼ の の な し 浚 代 し ご の ぎ を い 十
ま 水 ま せ く っ も ま お た え 目 ゃ 覧 行 堂 叩 が
ん に っ 預 だ 事 有 ま 慈 . . . = て の る に 事 内 き 行 g ~
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ユ
ー
ス

さ
て
、

午
後
八
時
開
始
・
九
時
半
終
了

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

◎
内
容

勤
行
『
般
舟
讃
(
は
ん
じ
ゅ
さ
ん
)
』

一
口
法
話

・
堂
内
境
内
総
点
燭

ま
で

メ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
来
年
一
月
は
リ
モ
ー
ト
で
は
な
く

対
面
で
新
年
会
を
開
催
す
る
予
定
て

す
。
詳
細
は
一
月
号
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

靱

◎
日
時

元
日
午
前
八
時
～

◎

場

所

善

巧

寺

本

堂

◎
内
容

勤
行御

文
章
拝
読
・

『
正
信
念
仏
傷
(
六
首
引
)
』

早
平
読
・
一
口
法
話

a
※
一
月
三
日
ま
で
三
が
日
勤
行
と
し

て
、
午
前
八
時
よ
り
お
勤
め
い
た
し
ま

す
。
三
日
皆
勤
の
方
に
は
、
豪
華
粗
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
暖
か
く

し
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。



来
春
は
築
地
本
願
寺
で
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八

百
年
の
ご
法
要
が
ご
ざ
い
ま
す
.
関
東
は
親
鸞
聖
人
が
浄
土
真
宗
の
教
え

を
ま
と
め
上
げ
た
『
教
行
信
証
』
ご
製
作
の
地
、
立
教
開
宗
の
地
で
す
.

昨
年
の
京
都
本
願
寺
で
の
法
要
に
ご
縁
が
あ
っ
た
方
も
な
か
っ
た
方
も
、
是

非
に
も
参
拝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
.
善
巧
寺
で
も
団
体
参
拝
を
計
画
中
で

す
.
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
本
紙
に
て
お
借
え
い
た
し
ま
す
.
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令
令
春
日
部
だ
よ
り
令
令

◎
大
晦
日
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
も
始
め

て
か
ら
随
分
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
名
称
を

も
う
少
し
お
寺
風
味
あ
る
も
の
に
し
た
い

と
者
え
て
お
り
ま
す
。
も
し
ア
イ
デ
ィ
ア
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
善
巧
寺
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
メ
ー
ル
て
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
先
日
出
た
ア
イ
デ
ィ
ア
一
例
「
照
隅
会
、

灯
心
会
、

一
灯
会
、
暮
照
会
、
百
灯
会
、
伝

灯
会
、
伝
灯
の
夕
べ
」
な
ど
。

⑬
『
魁
!
仏
教
塾
』
と
い
う
連
続
講
座
を
始

め
ま
し
た
。
仏
教
の
「
ぶ
」
の
字
に
も
触
れ

た
事
が
な
い
方
を
対
象
に
、
そ
の
独
自
な
構

造
体
系
を
平
易
に
お
伝
え
す
る
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
十
一
一
月
|
一
十

三
日
(
土
)
『
ひ
ろ
ゆ
き
さ
ん
に
論
破
さ
れ
な

い
方
法
』
と
題
し
て
、
龍
樹
菩
薩
の
「
空
・

無
我
・
縁
起
」
に
つ
い
て
。
一
月
は
六
日
(
土
)

『
世
界
は
人
の
数
だ
け
あ
る
』
と
題
し
、
世

親
(
天
親
)
菩
薩
の
「
唯
識
」
に
つ
い
て
。
参

加
費
毎
回
五
百
円
で
、
特
製
精
進
お
や
つ
付

き
で
す
。
場
所
・
善
巧
寺
法
輪
会
館
。

◎
本
年
も
皆
様
の
お
支
え
に
よ
り
寺
報
発

行
を
続
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
来
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


